
　
植
民
地
植
物
園
が
巨
大
化
し
た
理
由
は
い
く
つ

か
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
熱
帯
・
亜
熱
帯
地

域
の
植
生
の
ゆ
た
か
さ
。
②
植
物
の
有
用
性
が
、

薬
種
か
ら
食
用
・
原
料
用
な
ど
い
ち
じ
る
し
く
拡

大
し
た
こ
と
。
③
各
国
に
お
け
る
庭
園
建
設
熱
の

流
行
に
よ
っ
て
経
済
植
物
で
な
い
観
賞
用
植
物
へ

の
関
心
の
拡
大
。
④
以
上
の
す
べ
て
に
お
い
て
国

家
間
の
競
争
が
つ
よ
く
意
識
さ
れ
た
こ
と
。
⑤
競

争
と
は
逆
に
、
科
学
と
し
て
の
植
物
学
の
普
及
に

よ
っ
て
、
植
物
学
者
問
の
協
力
、
協
働
が
見
ら
れ

た
こ
と
。
こ
う
し
た
理
由
の
多
く
が
複
合
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
植
民
地
植
物
園
は
大
規
模
化
し

（
あ
る
い
は
機
能
に
特
化
し
）
、
特
有
の
性
格
を

獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
上
記

の
パ
ン
プ
ル
ム
ー
ス
植
物
園
は
典
型
と
い
え
る
が
、

他
の
植
昆
地
植
物
園
に
も
そ
の
性
格
は
共
通
す
る
。

　
多
く
の
植
民
地
植
物
園
が
種
苗
の
育
成
を
重
要

な
機
能
と
し
た
。
植
民
地
に
お
い
て
入
植
活
動
が

行
わ
れ
る
場
合
、
初
発
に
お
い
て
開
拓
を
行
う
入

植
者
に
種
苗
を
提
供
す
る
た
め
の
公
的
な
施
設
が

必
要
と
な
る
。
一
七
三
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
イ
ギ

リ
ス
に
よ
る
北
米
ジ
ョ
ー
ジ
ア
植
民
で
は
最
初
の

入
植
地
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
に
O
仁
σ
膏
ひ
q
9
・
鼠
Φ
雛
と
呼
ば

れ
る
農
業
施
設
が
設
置
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

輸
送
さ
れ
た
植
物
の
種
苗
が
育
成
さ
れ
た
ほ
か
、

可
能
性
の
あ
る
植
物
を
採
集
す
る
目
的
で
中
米
地

域
に
植
物
学
者
が
派
遣
さ
れ
た
。
薯
び
膏
ひ
q
鋤
学

田
窪
は
、
そ
の
後
、
養
蚕
を
奨
励
す
る
た
め
の
桑

の
木
の
栽
培
が
行
わ
れ
た
後
、
廃
止
さ
れ
た
。
…

八
世
紀
末
に
行
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ

ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
入
植
で
は
、
総
督

ア
ー
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
、
途
中
ブ
ラ
ジ
ル
や

ケ
ー
プ
植
民
地
で
収
集
し
た
経
済
植
物
を
総
督
邸

の
庭
園
で
試
験
栽
培
し
、
ま
た
食
用
の
作
物
の
種

苗
を
育
成
す
る
た
め
に
、
ひ
q
o
く
①
琶
ヨ
Φ
募
鐡
掃
ヨ

を
設
置
し
た
。
こ
の
位
置
に
一
九
世
紀
に
入
っ
て

シ
ド
ニ
ー
植
物
園
が
作
ら
れ
る
。
一
八
四
〇
年
代

に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
多
く
の
種
類
の
ブ
ド
ウ
が
導
入

さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
気
候
に
適
す
る
種
の

選
別
試
験
が
行
わ
れ
た
の
は
、
シ
ド
ニ
ー
植
物
園

内
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　
種
苗
育
成
の
た
め
の
植
物
園
と
い
う
性
格
が
最

も
端
的
に
表
れ
た
の
が
、
イ
ン
ド
に
染
料
の
原
料

と
な
る
コ
チ
ニ
ー
ル
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
着
生
す

る
ウ
チ
ワ
サ
ビ
テ
を
導
入
す
る
た
め
の
マ
ド
ラ
ス

の
乞
0
9
岸
く
で
あ
り
、
ま
た
カ
ル
カ
ッ
タ
、
マ

ド
ラ
ス
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
大
西
洋
の

東
イ
ン
ド
会
社
船
の
寄
港
地
で
あ
っ
た
セ
ン
ト
・

ヘ
レ
ナ
島
の
植
物
園
も
、
中
米
・
南
米
か
ら
の
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
の
生
体
の
中
継
地
と
し
て
、
マ
ド
ラ

ス
か
ら
ウ
チ
ワ
サ
ボ
テ
ン
が
移
植
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
「
海
の
植
物
園
扁
は
、
帝
国
領
土
内
で
の
植

物
の
交
換
と
増
殖
を
目
的
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

二
〇
㎜
四
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
一
四
年
度
大
会
・
総
会
は
、

＝
月
二
日
（
日
）
＝
二
時
か
ら
一
七
時
半
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
第
三
講
義
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　
総
会
で
は
、
永
井
和
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、

飯
塚
一
幸
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・
編

集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な
さ

れ
た
。

　
庶
務
（
久
保
一
之
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
そ
の
他
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
来
年

度
の
例
会
は
四
月
十
八
日
（
土
曜
日
）
に
「
家

族
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
案
内
さ

れ
た
。

　
編
集
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
撫
の
刊
行
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
会
計
（
上
島
享
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
一

三
年
度
予
算
の
紹
介
、
そ
の
他
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
広
報
（
永
原
陽
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
広
報
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関
係
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
続
き
、
公
開
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
小
島
　
道
裕
氏

　
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論

　
点
一
中
世
か
ら
近
世
へ
　
　
」

　
川
島
　
昭
夫
氏

　
「
海
の
植
物
園
ー
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
、
モ
ー

　
リ
シ
ャ
ス
、
マ
ド
ラ
ス
　
　
」

　
講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
島
享
理

事
と
金
澤
周
作
評
議
員
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

本
年
は
休
日
開
催
に
加
え
て
悪
天
候
で
も
あ
っ
た

が
、
一
〇
〇
名
近
い
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。　

公
開
講
演
の
の
ち
、
吉
井
秀
夫
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
、
引
き
続
き
文
学
部
第
二
講
義
室
に
て

懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
久
保
一
之
）

史
学
研
究
会
会
則

　
　
　
　
　
（
二
〇
一
〇
年
一

一
月
二
日
改
正
）

第
一
条
　
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
頭
学
院
文

　
学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

　
集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

　
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
　
本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
1
．
総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

　
　
2
．
会
誌
『
史
林
』
等
の
発
行

第
五
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
轟
く
。

　
理
事
長
～
名
、
理
事
｛
嘉
名
以
上
三
五
名
以
内

　
（
内
常
務
理
事
山
名
）
、
監
事
二
名
、
評
議
員

　
四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

実
六
条
　
役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
っ

　
て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

　
す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

　
括
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

　
招
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務

　
を
処
理
す
る
。
と
く
に
常
務
理
事
は
、
庶
務
・

　
編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
事
務
を
担
当
す
る
。

　
監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条
委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
編

　
集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
条
　
役
員
の
任
期
は
、
委
員
（
任
期
一
年
）

　
を
除
き
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
さ
ま

　
た
げ
な
い
。

第
九
条
　
本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

　
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
次
の

　
2
種
類
と
す
る
。

　
！
．
正
会
員
　
2
．
学
生
会
員

第
十
条
　
会
員
は
会
誌
『
史
林
』
の
配
布
を
受
け
、

　
か
っ
こ
れ
に
投
稿
し
、
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
　
会
員
は
、
退
会
届
を
事
務
局
に
提
出

　
し
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

　
会
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

　
合
に
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
（
1
）
本
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
会
員
で
あ
る

　
　
団
体
が
消
滅
し
た
時

　
（
2
）
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

第
十
二
条
　
会
員
は
、
所
定
の
会
費
一
年
分
を
前

　
窮
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
の
納
入
を
二
年
分

　
怠
っ
た
時
、
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
。
さ

　
ら
に
一
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
、

　
会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

第
十
三
条
　
会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

　
し
な
い
。
た
だ
し
一
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

　
い
る
場
合
に
は
、
一
年
分
を
超
え
る
部
分
を
返

　
還
す
る
。

第
十
四
条
　
毎
年
秋
季
に
大
会
を
開
き
、
ま
た
適

　
宜
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を

　
定
め
る
。

第
十
五
条
　
毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
、
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